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■事業概要図

１．事業の概要
（１）事業の目的

■位置図

・帯広・広尾自動車道は、芽室町を起点とし、広尾町に至る高規格道路。
・大樹広尾道路（忠類大樹～豊似）（１５．１ｋｍ）、大樹広尾道路（豊似～広尾）（１２．３ｋｍ）は、高速ネッ
トワークの拡充による近隣都市間の連絡機能の強化を図り、災害時の信頼性の高い道路ネットワーク
の構築及び重要港湾十勝港の利便性向上等の支援を目的とした事業。
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１．事業の概要
（２）計画の概要

2車線

■横断図

（３）経緯

（単位：m）

【大樹広尾道路（忠類大樹～豊似）】
【大樹広尾道路（豊似～広尾）】

大樹広尾道路
（豊似～広尾）

大樹広尾道路
（忠類大樹～豊似）

路線区間

ほっかいどう ひろお

北海道広尾郡
ひろお ちょう もんべつ

広尾町字紋別

ほっかいどう ひろお

北海道広尾郡
たいき ちょう たいき

大樹町字大樹

①起点

ほっかいどう ひろお

北海道広尾郡
ひろお ちょう

広尾町字ラッコベツ

ほっかいどう ひろお

北海道広尾郡
ひろお ちょう もんべつ

広尾町字紋別
終点

12.3km15.1km②計画延長

13.5m13.5m③幅員

1種3級1種3級④構造規格

80km/h80km/h⑤設計速度

2車線2車線⑥車線

北海道開発局北海道開発局⑦事業主体

大樹広尾道路

（豊似～広尾）

大樹広尾道路

（忠類大樹～豊似）

令和 4年度 事業化

令和 6年度 用地補償着手

令和 7年度 事業進捗率2％

平成28年度 事業化

平成30年度 用地補償着手

工事着手

令和 2年度 事業再評価

令和 7年度 事業進捗率51％

※事業進捗率は事業費変更後の進捗率
（令和7年3月末時点）
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[高速交通ネットワークの整備状況]
北海道横断自動車道（道東道）
・平成31年 3月 トマムIC ～十勝清水IC間

付加車線設置（約9.5km）
事業許可

・令和 2年 3月 占冠IC～トマムIC間
4車線化事業化

・令和 3年 3月 トマムIC ～十勝清水IC間
4車線化事業化

・令和 6年 3月 追分町IC～夕張IC間
4車線化事業化

・令和 7年 11月 トマムIC～十勝清水IC間
4車線化予定

日高自動車道
・平成30年 4月 日高門別ＩC～日高厚賀IC開通
・令和4年度 静内IC（仮称）～東静内IC（仮称）

新規事業化
・令和7年度 日高厚賀IC～新冠IC開通予定

［十勝港］
・令和 6年 5月 コンテナ船定期航路 新規就航
・令和 7年 3月 農林水産物・食品輸出促進の

「産直港湾」に認定
・令和13年度 十勝港内港地区国際物流

ターミナル事業 完了予定

［その他］
・令和 6年 6月
日高山脈襟裳十勝国立公園に指定

２．事業の必要性等
（１）事業を巡る社会情勢等の変化

令和６年５月
コンテナ船定期航路新規就航

令和７年３月
農林水産物・食品輸出促進の
「産直港湾」に認定

令和１３年度
十勝港内港地区
国際物流ターミナル事業
完了予定

日高自動車道
平成３０年４月

日高門別IC～日高厚賀IC開通
令和４年度

静内IC（仮称）～東静内IC（仮称）
新規事業化

令和７年度
日高厚賀IC～新冠IC開通予定

写真 室蘭開発建設部

※日高門別IC～日高厚賀IC

令和６年６月
日高山脈襟裳十勝国立公園に指定 5

北海道横断自動車道（道東道）
平成31年 3月

トマムIC ～十勝清水IC間
付加車線設置(約9.5km)
事業許可

令和 2年 3月
占冠IC～トマムIC間
4車線化事業化

令和 3年 3月
トマムIC ～十勝清水IC間
4車線化事業化

令和 6年 3月
追分町IC～夕張IC間
4車線化事業化

・令和 7年 11月
トマムIC～十勝清水IC間
4車線化予定



（２）事業の整備効果

○災害時の信頼性の高い道路ネットワークの構築
・災害発生時の孤立回避や救急活動及び被災地外からの救援物資等の輸送ルートが形成されるなど、災害時の信

頼性の高い道路ネットワークの構築が期待される。

○農畜産物の流通利便性向上
・十勝・オホーツク管内と十勝港間、大樹町・広尾町と乳製品工場間の輸送ルートが強化されるなど、農畜産物の流

通利便性の向上が期待される。

○道路交通の安全性向上
・隣接する供用区間では、開通後に死傷事故が約７割減少していることから、隣接区間同様に死傷事故が減少する

など、道路交通の安全性向上が期待される。

○救急搬送・地域医療の安定性向上
・救急搬送や通院時間が短縮し、走行時の患者負担が軽減されることから、救急搬送・地域医療の安定性向上が期
待される。

○宅配サービスの効率化・日常生活の利便性向上
・所要時間が短縮され、宅配サービスの効率化・日常生活の利便性向上が期待される。

○観光地への移動利便性向上
・移動時間が短縮することで、観光地での滞在時間の増加や立ち寄り箇所の拡充が可能となるなど、観光地への移

動利便性向上が期待される。

２．事業の必要性等
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（２）事業の整備効果（災害時の信頼性の高い道路ネットワークの構築）

・太平洋沿岸地域は今後３０年以内に大規模地震が発生する確率が８０％程度と非常に高く、中でも当該
道路周辺は震度６弱以上の揺れに見舞われる確率が最も高い地域に該当。

・大規模地震による津波被害により、孤立が懸念される広尾町では、救援・救助・復旧活動を行う際に利用
する緊急啓開ルートの脆弱性の改善が課題。

・当該道路の整備により、災害発生時の孤立回避や救急活動及び被災地外からの救援物資等の輸送
ルートが形成されるなど、災害時の信頼性の高い道路ネットワークの構築が期待。

出典：「北海道道路啓開計画（第2版・R6年12月一部改訂）」（北海道道路啓開計画検討協議会HP）、
「北海道太平洋沿岸の津波浸水想定の公表について（R3.7）」及び「北海道緊急輸送道路網図（R3.3）」 （北海道HP）

【十勝沖・根室沖における
30年以内の地震発生確率】

海岸沿いの
緊急輸送ルートの
脆弱性が課題

【緊急啓開ルートと緊急輸送道路ネットワーク】

２．事業の必要性等

出典：「活断層及び海溝型地震の長期評価結果一覧
（2025年1月1日での算定）」（地震調査研究推進本部）

出典：「全国地震動予測地図（2024年 NIED作成版）」
（防災科学技術研究所HP）

帯広市

広尾町

大樹町

震度６弱以上の
地震発生確率が
26％以上の地域
が十勝圏に集中

【30年以内に震度６弱以上の
揺れに見舞われる確率の分布図】

0         0.1       3          6          26      100(%)

■地域の声（R7.7 陸上自衛隊帯広駐屯地職員）
・広尾町を含めた太平洋沿岸部は、大規模な地震発生時における津波被害リスクが高く、
内陸部等の支援部隊が被災地域に一刻も早くアクセスするためにも、当該道路の果た
す役割は非常に大きい。
・当該道路の整備により、これまで以上に迅速な災害派遣部隊の移動が可能になるほか、
支援物資や被災住民の広域避難経路利用が想定され、早期の延伸整備を期待している。

10年以内 30年以内 50年以内

90％程度80％程度40％程度7.0～7.5程度
十勝沖
・根室沖

地震発生確率

ひとまわり
小さい

プレート間
地震

千島海溝沿いの地震 地震規模
（マグニチュード）

【災害発生時の孤立人口
（津波浸水と整備前後の孤立状況）】

出典：広尾町Webハザードマップ（R5年3月）、
R2国勢調査、帯広開発建設部調べ

津波浸水想定箇所津波浸水想定箇所

津波浸水想定箇所津波浸水想定箇所

津波災害警戒区域
（浸水想定区域）

道路整備により

約97％の
孤立を回避

（約5,200人）

東日本大震災時の十勝港

写真：帯広開発建設部

Ｈ23年3月撮影

至 えりも町

至 大樹町

至
浦
河
町

至 豊似IC（仮称）

【孤立人口】
現況：約5,400人

整備後：約200人
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888 949 974 994 1,024 1,116 1,138 1,151 1,162 1,227 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

（億円）

（年）

■地域の声（R7.7 運送事業者職員）
・十勝全域から十勝港の巨大サイロへ、小
麦を年間を通じて輸送しています。

・2024年問題に伴うトラックドライバーの
連続運転時間上限規制により、従来は足
寄から1日2往復可能であった輸送が、現
在では1日1往復が限界となっています。

・広尾ICまでの高規格道路が延伸されれば、
所要時間の短縮により再び1日2往復が可
能となることが期待されます。

・十勝港は、全国シェア1位の収穫量を誇る小麦の出荷拠点であり、生乳生産に必要な配合飼料原料の輸
移入も行われるなど、地域の基幹産業を支える重要な物流拠点。また、大樹町には、全国シェア1位を誇
る十勝の生乳を活用した乳製品工場が立地。

・トラックドライバーの連続運転時間の上限規制（2024年問題）が設けられたため、従来は1日に2往復が可
能だった輸送が1往復になるなど、十勝管内の輸送時間短縮が課題。

・当該道路の整備により、十勝・オホーツク管内と十勝港間、大樹町・広尾町と乳製品工場間の輸送ルート
が強化されるなど、農畜産物の流通利便性の向上が期待。

（２）事業の整備効果（農畜産物の流通利便性向上）

２．事業の必要性等

砂利・砂

147千トン

16.7%

化学肥料

109千トン

12.4%

石炭

67千トン

7.6%

その他

173千トン

19.6%

【十勝港の品目別輸移入量割合】

出典：広尾町HP

とうもろこし
201千トン

22.7%

動植物性
製造飼肥料
185千トン

21.0%

※R6年速報値

R6年
十勝港

取扱貨物量
（輸移入）
882千ｔ

【小麦の収穫量全国シェア】

十勝

282千ｔ

27.4%

オホーツク

172千ｔ

16.7%
空知

107千ｔ

10.4%

上川

68千ｔ

6.6%

その他道

内

85千ｔ

8.3%

道外

315千ｔ

30.6% R6年産
全国

小麦収穫量
1,029千ｔ

全国
一位

出典：作物調査（農林水産省）
農林水産統計（北海道農政事務所）

【十勝の農業産出額推移】

出典：市町村別農業産出額（推計）（農林水産省）

■ 耕種■ 畜産 ■ うち生乳

10年で畜産は約1.3倍、生乳は約1.4倍増加

【生乳生産量全国シェア】

根室

11.3%

ｵﾎｰﾂｸ

8.0%釧路

7.0%
その他

北海道

12.9%

栃木県

4.7%

その他

道外

38.5%

北海道

56.8%

道外

43.2%

十勝
17.6%

R5年
全国

生乳生産量

7,299千ｔ

全国
一位

出典：R5牛乳乳製品統計調査（農林水産省）、R5十勝
畜産統計（十勝農協連HP）、R6根室の農業（資
料編）（根室振興局HP）、オホーツクの農業2024
（統計編）（オホーツク総合振興局HP）、北海道農
政部生産振興局畜産振興課よりデータ受領

配合飼料
原料が

総取扱量の
４割以上を

占める

※耕種：麦類、野菜、いも類、豆類、工芸農作物など
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【十勝・オホーツク管内の小麦・飼料・生乳輸送の状況】

出典：ホクレン帯広支所（小麦）、帯広開発建設部

全国各地へ出荷

写真：帯広開発建設部

飼料輸送状況

写真：帯広開発建設部

小麦輸送状況

十勝港広域小麦

流通センターへの輸送回数

約１００台/日（R６年繁忙期平均）

オホーツク方面

飼料

十勝港

飼料

写真・資料：農協サイロ(株)

十勝港広小麦流通センター

【小麦】十勝地域
Ｒ6年度入庫量
約9.5万ｔ

輸送ルート
小麦
飼料
生乳
乳製品

北見・雄武・帯広への

配合飼料輸送回数

約５０台/月（R６年平均）

札幌
方面

苫小牧港
から道外へ

十勝管内

家庭用チーズの国内需要好調

により生産ラインを増強

・R4カマンベール生産新棟整備

・R5チーズ製造ライン増設

・R5ホエーメタン処理施設完成・稼働

・R6生乳受入に関わる新設備建設

広尾町・大樹町

乳製品工場 広尾・大樹から

乳製品工場への

生乳輸送回数

約４０台/日

（R６年平均）

飼料コンビナート

写真：広尾町



861 935 1,003

4,070 3,854 3,499

4,931
4,789

4,502

17.5%

19.5%

22.3%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

H22 H27 R3

大
型

車
割

合

交
通

量
（台

/
日

）

（年度）

大型車 小型車 割合

5,000

6,000

7,000

忠類大樹IC
開通後

忠類大樹IC
開通前

13%
36%

87%
64%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

全道国道

平均

忠類大樹

～広尾間

重大事故 その他
100%

現況 （H26～R5年）

出典：帯広開発建設部調べ

事故発生箇所

死亡： 1件

重傷：13件

軽傷：25件

（２）事業の整備効果（道路交通の安全性向上）

■地域の声（R7.7 運送事業者職員）
・忠類大樹～広尾間は市街地や通学路
を大型車両が走行することにより、
安全面の不安や、ドライバーの負担
が課題となっています。

・広尾ICまで延伸されることで、事故
発生の減少やドライバーの負担軽減
など、更なる輸送の安全性向上が期
待されます。

写真：帯広開発建設部

事故発生状況

・並行現道区間は、十勝港と十勝・オホーツク圏を往来する物流上の基幹ルートであり、大型車の交通量
が隣接区間である中札内大樹道路開通前と比較してR３年度では約１６％増加。

・Ｈ２６～R５年に発生した重大事故発生割合は全道平均の約２．８倍、大型車の正面衝突事故は、全道平
均の約２．９倍となっており、道路交通の安全性向上が課題。

・隣接する供用区間では、開通後に死傷事故が約７割減少していることから、当該道路の整備により、隣
接区間同様に死傷事故が減少するなど、道路交通の安全性向上が期待。

死傷事故件数：39件
うち重大事故：14件

【並行現道における死傷事故発生状況】

＜当該区間 ： 大樹広尾道路（忠類大樹IC～広尾IC）＞

２．事業の必要性等

10%
29%

90%
71%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

全道国道

平均

忠類大樹

～広尾間

正面衝突 その他
100%

【大型車における正面衝突
事故割合（H26-R5年）】

並行現道
区間は

全道国道
平均の

約2.9倍

出典：帯広開発建設部調べ

※重大事故：
死亡、重傷
（全車種）

重大事故割合は
全道国道平均と

比較して

忠類大樹
～広尾間は

約2.8倍

【重大事故の発生割合（H26-R5年）】

出典：帯広開発建設部調べ

2,184 1,538

3,753 4,419

3,377

5,937 5,957

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

H22 H27 R3

開通前 開通後

（台/日）

並行現道 中札内大樹道路

＜隣接区間 ： 中札内大樹道路（中札内IC～忠類大樹IC）＞

出典：全国道路・街路交通情勢調査

【中札内大樹道路への転換交通量】

（722）

※（ ）内は、うち大型車

（826）

（244）

（776）

（398）

７割以上が
中札内大樹
道路を利用

現道の
大型車が
約７割減

【死傷事故件数の変化】

出典：帯広開発建設部

2

1

7

3

2

0

2

4

6

8

H22 H27 R3

開通前 開通後

（件）

並行現道 中札内大樹道路

（年度）

現道の
死傷事故件数が

約7割減

※重大事故：
死亡、重傷
（全車種）

【国道236号（大樹町）の交通量】

出典：帯広開発建設部調べ

※観測地点：大樹町

大型車交通量は
約16％増加
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・大樹町および広尾町では、町外への救急搬送の９割以上が高次医療施設が集積する帯広市を搬送先と
しており、搬送件数も近年増加傾向にあるほか、通院者の約８割も帯広市の医療機関に依存。

・多様な診療科目を有する帯広市の医療機関への依存度が高い大樹町および広尾町においては、救急搬
送時や通院時の所要時間の長さなどによる患者への負担軽減が課題。

・当該道路の整備により、救急搬送や通院時間が短縮し、走行時の患者負担が軽減されることから、救急
搬送・地域医療の安定性向上が期待。

（２）事業の整備効果（救急搬送・地域医療の安定性向上）

２．事業の必要性等

■地域の声（R7.7 広尾消防署職員）
・傷病者の状況や広尾町国民健康保険病院の
診療科目領域外の疾患の場合、帯広市内の
総合病院に直接搬送しています。

・しかし、大樹町や広尾町は鹿が多いため、
搬送時に衝突の危険性を感じています。

・広尾ICの開通により、帯広市内の病院への
救急搬送時間の短縮が期待されるほか、現
行の国道に比べて動物との衝突リスクの低
減や、信号による停止のない連続走行が可
能となることで、患者および消防職員双方
の負担軽減にも寄与することが考えられま
す。

【大樹・広尾２町から帯広市への救急搬送依存状況】

【大樹・広尾２町から帯広市への搬送件数】

100 89 110 111
147

135 121 131 160
169

109 105
126

164
124 144 124 118

137 132209
194

236

275 271 279

245 249

297 301

0

50

100

150

200

250

300

350

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

（件）

（年）

大樹町 広尾町

出典：帯広開発建設部
※ドクターヘリを除く
※対象：大樹町、広尾町

H27.3 更別IC～
忠類大樹IC間開通

近年増加傾向

出典：各医療施設ＨＰ（R7.6.6時点）、医療施設調査（R5.10.1時点）、搬送件数（R5年）：帯広開発建設部

出典：R3年度全国道路・街路交通情勢調査

【広尾町～JA帯広厚生病院間の
所要時間の変化】

【大樹・広尾２町から帯広市への依存度
（救急搬送・通院）】

出典：【R5年 救急搬送】帯広開発建設部
【R4年度 通院】「R4年度 二次医療圏別患者受療動向

（北海道）」を基に算出

※対象：大樹町、広尾町
※自町、不明、ドクターヘリを除く。

95.6% 

(301件)

77.3% 

(14,730人)

4.4% 

(14件)

22.7% 

(4,315人)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

救急搬送

通院

帯広市 その他

大樹町
169件

十勝南部の国民健康保険病院
・診療科目が少なく、

診療日も限定

帯広北斗病院
（二次救急医療機関）

診療科目：２５

広尾町
132件

写真：帯広開発建設部

救急搬送状況

全線未整備

現在

豊似IC整備後

広尾IC整備後

帯広市

ＪＡ帯広厚生病院
（三次救急医療機関）

診療科目：２６

大樹町立
国民健康保険病院

診療科目：９

広尾町
国民健康保険病院

診療科目：１０

帯広市への

搬送件数（R5年）

帯広市

医療施設
222施設

※地域別に、通常期と冬期の旅行速度を算出し、高規格道路と一般道路の低減
率（高規格道路：0.970、一般道路：0.941)をそれぞれ算出した。（プローブデー
タを基に、R4.4～R7.3の通常期と冬期の旅行速度を比較して算出）。

102分

82分

78分

70分

108分

86分

81分

73分

全線未整備

現在

豊似IC開通後

広尾IC開通後

夏期
冬期

夏期
冬期

夏期
冬期

夏期
冬期

20分短縮

24分
短縮

32分短縮

22分
短縮

27分
短縮

35分短縮
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37.6 38.1 38.0 38.4 38.5 

31.9 32.3 32.5 32.8 33.0 

28.2 28.5 28.6 28.8 28.9 

20.0

25.0

30.0

35.0

40.0

R3 R4 R5 R6 R7

（％）

（年）

大樹・広尾２町 北海道 全国
0

1,648
1,704

1,792 1,810 1,817

1,000

1,200

1,400

1,600

1,800

2,000

R3 R4 R5 R6 R7

（世帯）

（年）
0

5年で約1.1倍増加

帯広市

広尾町

■地域の声（R7.9 宅配事業会社職員）
・近年、大樹町・広尾町内への配送件数が増加しており、主な利用者層は高齢者となっ
ています。

・配送エリアの再編を行っていますが、これ以上配送件数が増加してしまうとドライ
バーを追加しなければならず、配送スタッフの確保が課題となっています。

・広尾ICまで延伸されることで、配送時間が短縮され、配送ルートあたりの配達件数
の増加や配送範囲が拡大し日常生活の買い物利便性向上が期待されます。

（２）事業の整備効果（宅配サービスの効率化・日常生活の利便性向上）

出典：R3年度全国道路・街路交通情勢調査

帯広市
人口：160,810人（R7年）
大規模小売店舗

：48店舗（R6年）

全線未整備

現在

豊似IC整備後

広尾IC整備後

広尾町
人口：5,880人（R7年）
大規模小売店舗：

2店舗（R6年）

出典：帯広開発建設部、住民基本台帳（R7.1.1）、2025全国大型小売店総覧（R6.6）

宅配事業者
配送拠点
H29.8新設

２．事業の必要性等

【広尾町から帯広市および大樹町・広尾町間のアクセス向上】

・大樹町および広尾町では、大規模小売店舗が少なく、住民は日常的に帯広市で買い物をしているほか、高
齢化の進行に伴い宅配サービスの利用も増加。

・帯広市に買い物する際の移動や、宅配契約世帯数増加に伴い配送拠点のある大樹町から広尾町への配
送の効率化が課題。

・当該道路の整備により、所要時間が短縮され、宅配サービスの効率化・日常生活の利便性向上が期待。

帯広・広尾自動車道の延伸により、
江別センターから大樹デポに直接配送

↓
帯広南センターでの積替えを

無くし配送を効率化

106分

87分

83分

75分

113分

91分

87分

78分

夏期

冬期

夏期

冬期

夏期

冬期

夏期

冬期

【全線未整備】

【豊似IC開通後】

【現在】

忠類大樹IC
利用

【広尾IC開通後】

19分
短縮

4分
短縮

23分
短縮

31分短縮

22分短縮

26分短縮

35分短縮

12分
短縮

13分短縮

4分短縮

【広尾町～帯広市間の所要時間の変化】

※地域別に、通常期と冬期の旅行速度を算出し、高規格
道路と一般道路の低減率（高規格道路：0.970、一般道
路：0.941)をそれぞれ算出した。（プローブデータを基に、
R4.4～R7.3の通常期と冬期の旅行速度を比較して算出）。大樹町

大樹町
人口：5,266人（R7年）
大規模小売店舗：

2店舗（R6年）

【大樹・広尾２町の高齢化率推移】

※高齢化率：合計人口に対する65歳以上の割合（各年1月1日時点）
出典：【北海道】住民基本台帳年齢階級別人口（北海道）

【全国】都道府県別年齢階級別人口（総務省）

宅配事業者配送拠点
H30.5新設

出典：宅配事業者 （各年4月時点）

【大樹・広尾２町の宅配契約世帯数推移】
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（年度）

大樹町 広尾町

出典：旅行会社HP、環境省HP「日高山脈襟裳
十勝国立公園」、十勝総合振興局HP 、
日高振興局HP 、平取町HP、シーニック
バイウェイ北海道HP

■地域の声（R7.9 旅行業者職員）
・日高や十勝南部は観光地が点在しており、ツ
アーの移動時間が長くなってしまうことが課
題となっています。

・広尾～忠類大樹IC間が開通することで、移動
時間が短縮され、観光地での滞在時間や立ち
寄り箇所の増加が考えられ、ツアーの魅力向
上が期待されます。

・また、移動時間が短縮されることで、バス運
転手の負担軽減にもつながることから、延伸
整備を期待しています。

（２）事業の整備効果（観光地への移動利便性向上）

・十勝南部・日高東部地域では、日高山脈襟裳十勝国立公園をはじめとする景勝地や観光施設が点在し、
大樹・広尾２町の観光入込客数は過去10年で約２倍に増加。

・これら地域を含む広域的なバスツアーが催行されているが、観光地間の移動に長時間を要するため滞在
時間や立寄り箇所が限定されており、移動利便性向上が課題。

・当該道路の整備により、移動時間が短縮することで、観光地での滞在時間の増加や立ち寄り箇所の拡充
が可能となるなど、観光地への移動利便性向上が期待。

２．事業の必要性等

春爛漫 静内二十間道路桜並木・優駿さく
らロードと富良野・とかち桜の名所めぐり

3日間 （北見発着 ２泊３日）

スケジュール日

東武イーストモール（7：00発） ⇒ 北
見駅南口（7：15） ⇒ 道の駅おんねゆ
温泉 ⇒ （層雲峡・上川IC～愛別IC）
⇒ 丘のまち美瑛 ⇒ カフェレストラン
（富良野） ⇒ 朝日ヶ丘公園 ⇒ 道の
駅あびらD51ステーション ⇒ 苫小牧
市内ホテル（宿泊）

1

ホテル ⇒ サラブレッド銀座 ⇒ 静内
二十間道路 ⇒ サラブレッドロード・優
駿さくらロード（浦河） ⇒ エンルム岬・
親子岩・ローソク岩・冬島の穴岩（様
似・日高耶馬渓車窓観光）⇒襟裳岬・
風の館（自由散策）⇒広尾町内ホテ
ル（宿泊）

2

ホテル ⇒ 中札内美術館⇒ レストラ
ン（帯広市内・昼食） ⇒ 帯広神社・帯
広川堤防桜並木 ⇒ 店舗併設菓子工
場 ⇒ 道の駅オーロラタウンりくべつ
⇒ 北見駅南口 ⇒ 東武イーストモー
ル（17:30着）

3

【Ｒ7年度 宿泊バスツアー行程表】

【「十勝南部・日高東部を巡る観光ツアールート
・国立公園化に伴う活動（一例）」】

忠類大樹IC
大樹IC（仮称）

広尾IC（仮称）

豊似IC（仮称）

至
苫小牧

サラブレッド銀座

至
陸別・北見

広尾町内
宿泊施設へ
（２日目）

静内二十間道路
（桜並木）

サラブレッドロード

優駿さくらロード（桜並木）

エンルム岬

ローソク岩

親子岩
冬島の
穴岩

襟裳岬

宿泊施設

中札内
美術村

レストラン
（昼食）

帯廣神社・
帯広川堤防桜並木

店舗併設菓子工場

静内二十間道路

襟裳岬

中札内美術村

店舗併設菓子工場

出典：北海道観光入込客数調査

【大樹・広尾２町の観光入込客数の変化】

約２倍に増加

コロナによる
減少

H27.3
更別IC～

忠類大樹IC間
開通

12

R7年1月
WEBサイト「日高山脈襟裳十勝国立公園
十勝での楽しみ方ガイド」開設
（十勝総合振興局、十勝・日高山脈観光連携
協議会等連携事業）

R7年6月 トークセッション開催
（共催：日高振興局、十勝総合振興局）

R7年1月～6月 第1回 フォトコンテスト開催
（主催：シーニックバイウェイ北海道）

R7年7月 シンポジウム開催
（共催：日高振興局、十勝総合振興局）

R7年9月～R8年3月
第2回 フォトコンテスト開催予定
（主催：シーニックバイウェイ北海道）

国立公園化に伴う活動（一例）

写真：新ひだか町、えりも町、中札内村観光協会、十勝川温泉観光協会の各HP



２．事業の必要性等
（２）事業の整備効果（CO2排出量の削減）

・CO2排出量は、整備なしでは、７，０８２，５９９（ｔ-ＣＯ２／年）。
・当該道路の整備により、７，０７２，５７２（ｔ-ＣＯ２／年）となり、整備されない場合に比べ、

１０，０２６（ｔ-ＣＯ２／年）の削減が見込まれます。

■CO2排出量

※対象地域：北海道全域
※令和22年将来交通量推計を基に算出
※森林のCO2吸収量は10.6 ｔｰCO2/ｈａ・年として試算

出典：『土地利用、土地利用変化及び林業に関するグッド・プラクティス・ガイダンス（優良手法指針）』
※札幌ドーム面積は建築面積5.5ｈａを使用し換算

■自動車の旅行速度とCO2排出原単位との関係

出典：「道路環境影響評価等に用いる自動車排出係数の算定根拠（平成22 年度版）」
国土技術政策総合研究所資料No.671 (2012)

CO2削減量

１０，０２６ｔｰCO2/年

森林換算

約９４６ｈａ

（札幌ドーム約１７２個分に相当）
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14

■全体事業費変更結果

【忠類大樹～豊似】

※費用便益比算定上設定した事業期間

【豊似～広尾】

増減額
全体事業費

（R７再評価）（R２再評価）

増６７億円２６７億円２００億円

増減年数
事業期間※

（R７再評価）（R２再評価）

増５年１６年１１年

増減額
全体事業費

（R７再評価）（R４新規）

０億円４８０億円４８０億円

増減年数
事業期間※

（R７再評価）（R４新規）

－１０年１０年

至帯広

起
点

中
川
郡
幕
別
町

忠
類
共
栄

な
か
が
わ

ま
く
べ
つ

ち
ゅ
う
る
い
き
ょ
う
え
い

ひ
ろ
お

ひ
ろ
お

も
ん
べ
つ

終
点

広
尾
郡
広
尾
町

紋
別

帯広広尾自動車道 忠類大樹～豊似 延長15.1km 事業主体：国土交通省

至広尾

④資機材・労務単価の変動

①不良土対策の追加

③立入防止柵工の見直し

②法面植生工の見直し

⑤気象観測装置の廃止(コスト縮減)

・令和２年度の再評価以降、新たに判明した事象に基づき設計及び施工計画を見直した結果、全体事
業費が約６７億円増加。

・また、変更要因による追加調査及び対策工検討や追加対策工により、忠類大樹～豊似の事業期間が
５年増加。

・引き続きコスト縮減に取り組むとともに、適正な事業管理に努めていきます。

（３）事業の投資効果（全体事業費の変更）

■全体事業費変更要因

２．事業の必要性等



（３）事業の投資効果（全体事業費の変更）
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①不良土対策の追加（約２３．２億円増）

・当初、現場発生土のうち、Bo層(火山灰質土)のみが土質改良の対象。
・施工時の現地試験結果から、Tk2-w2層(強風化砂質泥岩)も土質改良の対象となった。

２．事業の必要性等

変更後当初

帯広広尾自動車道 忠類大樹～豊似 延長15.1km

事業主体：国土交通省

至帯広

起
点

中
川
郡
幕
別
町

忠
類
共
栄

な
か
が
わ

ま
く
べ
つ

ち
ゅ
う
る
い
き
ょ
う
え
い

ひ
ろ
お

ひ
ろ
お

も
ん
べ
つ

終
点

広
尾
郡
広
尾
町

紋
別

至広尾

①不良土対策の追加

地質調査断面図▼

Bo層(火山灰質土)
のみ土質改良必要

地質調査断面図▼

Tk2-w2層(強風化砂質泥岩)
土質改良必要

Bo層(火山灰質土)

掘削深
5.0m

掘削深
0.5m

土質
改良

Tk2-w2層

Bo層のみ土質改良対象 Bo層・Tk2-w2層が土質改良対象

掘削深
5.0m

掘削深
0.5m

土質
改良

Bo層(不良土)

Tk2-w2層

Bo層(火山灰質土)
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２．事業の必要性等
（３）事業の投資効果（全体事業費の変更）
②法面植生工の見直し（約２．９億円増）

・当初、土砂切土法面(Tk2-w2)を種子散布、軟岩切土法面(Tk2)を植生基材吹付工(厚さ5cm)で計画。
・施工段階で土砂(Tk2-w2)の土壌硬度を測定した結果、設計時の想定より高い数値が計測されたため、
法面工の見直しを実施。

帯広広尾自動車道 忠類大樹～豊似 延長15.1km

事業主体：国土交通省

至帯広

起
点

中
川
郡
幕
別
町

忠
類
共
栄

な
か
が
わ

ま
く
べ
つ

ち
ゅ
う
る
い
き
ょ
う
え
い

ひ
ろ
お

ひ
ろ
お

も
ん
べ
つ

終
点

広
尾
郡
広
尾
町

紋
別

至広尾

②法面植生工の見直し

種子散布工

植生基材吹付工
(5cm)

植生基材吹付工
(8cm)

植生基材吹付工
(4cm)

当初 変更後
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２．事業の必要性等

H=
1.

5m

標準型
鹿対応型

H=
2.

5m

（３）事業の投資効果（全体事業費の変更）
③立入防止柵工の見直し（約２．６億円増）

・当初は標準型の立入防止柵で計画。
・最寄りの国道236号でシカのロードキルがR4年度以降急増している。路線周辺でエゾシカの生息を多数
確認されたことから、R6調査結果に基づき、立入防止柵を鹿対策型へ変更。

変更後当初

帯広広尾自動車道 忠類大樹～豊似 延長15.1km

事業主体：国土交通省

至帯広

起
点

中
川
郡
幕
別
町

忠
類
共
栄

な
か
が
わ

ま
く
べ
つ

ち
ゅ
う
る
い
き
ょ
う
え
い

ひ
ろ
お

ひ
ろ
お

も
ん
べ
つ

終
点

広
尾
郡
広
尾
町

紋
別

至広尾

③立入防止柵工の見直し
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２．事業の必要性等
（３）事業の投資効果（全体事業費の変更）
④資機材・労務単価の変動（約３８．９億円増）

・前回評価（令和２年度）後の資機材・労務単価の変動に伴い、事業費を増額。

労務単価伸び率
（令和２年度基準）

主要建設資材単価伸び率
（令和２年度基準）

鋼材（異形棒鋼）
（1.54）

鋼材（H形鋼）（1.40）

石油（軽油）（1.37）
生コン（1.35）

アスファルト（1.18）

交通誘導員B（1.24）

石油（軽油）

鉄筋工（1.22）
普通作業員（1.21）
法面工（1.20）

橋梁特殊工（1.12）

大樹広尾道路（豊似～広尾）は、測量設計を進めている段階のため、今回
評価では資機材・労務単価の変動による総事業費の見直しは行わない。

次回以降の評価において、資機材・労務単価の変動による追加計上が必要
となる場合は、新規事業化時からの変動額を追加計上することを検討。
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２．事業の必要性等
（３）事業の投資効果（全体事業費の変更）
⑤コスト縮減 気象観測装置の廃止（約０．３億円減）

・新設気象観測装置は、道路設計要領に準拠し、路線近傍で設置を計画。
・近傍の既設観測装置を考慮し、気象観測装置の設置基数を見直し。

テレメーター（既設観測装置）

帯広広尾自動車道 忠類大樹～豊似 延長15.1km

事業主体：国土交通省

至帯広

起
点

中
川
郡
幕
別
町

忠
類
共
栄

な
か
が
わ

ま
く
べ
つ

ち
ゅ
う
る
い
き
ょ
う
え
い

ひ
ろ
お

ひ
ろ
お

も
ん
べ
つ

終
点

広
尾
郡
広
尾
町

紋
別

至広尾

⑤気象観測装置の廃止(コスト縮減)

廃止箇所

テレメータ

テレメータ

豊似防災ST



帯広・広尾自動車道（帯広ＪＣＴ～広尾）

大樹広尾道路
（豊似～広尾）
L=12.3km

大樹広尾道路
（忠類大樹～豊似）

L=15.1km

中札内大樹道路

L=23.2km

川西中札内道路

L=19.0km

帯広川西道路

L=17.0km

評価区間
※着色

H29.3.15「複数の区間又は箇所を一体とした評価の運用について」

計画段階評価実施済
（ルート・構造確定済）事業中供用済

（H27.3）
供用済

（H20.11）
供用済

（H15.3）
R2年度 再評価
大樹広尾道路

（忠類大樹～豊似）

R3.11.8「複数の区間又は箇所を一体とした評価の運用について」

新規事業化事業中供用済
（H27.3）

供用済
（H20.11）

供用済
（H15.3）

R4年度 新規
大樹広尾道路
（豊似～広尾）

R7.2.27「複数の区間又は箇所を一体とした評価の運用について」

事業中事業中供用済
（H27.3）

供用済
（H20.11）

供用済
（H15.3）

R7年度 再評価
大樹広尾道路

（忠類大樹～豊似）
（豊似～広尾）

凡 例

開通済区間

事業中区間

調査中区間（計画段階評価完了）

調査中区間（計画段階評価未了）

２．事業の必要性等
○一体評価区間の考え方
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２．事業の必要性等
（３）事業の投資効果 （費用便益分析 一体評価区間_事業全体）

B/C変動ケース基準値変動要因

０．９６～１．２±１０％３，７００～１３，５００交通量

１．１～１．１±１０％２，４３５億円事業費

１．１～１．１±２０％４４年事業期間

基本条件

経済的

内部収益率

（EIRR）

費用便益比

（B/C）
総便益

交通事故

減少便益

走行経費

減少便益

走行時間

短縮便益便益(B)

１．１〔4%〕５，７３０億円２４１億円８７５億円４，６１４億円

４．４％
１．３〔2%〕（参考）総費用更新費維持管理費事業費

費用(C)
１．５〔1%〕（参考）５，２６４億円７１億円４４５億円４，７４８億円

基準年計画交通量（台/日）全体事業費

令和７年度３，７００～１３，５００
２，５７７億円

（忠類大樹～豊似：２６７億円）
（豊似～広尾：４８０億円）

費用便益分析

感度分析

注1）費用及び便益の合計額は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。

注2）便益・費用については、基準年における現在価値化後の値である。

注3）費用便益比については、総便益及び総費用の整数表示の関係で、計算値と表示桁数が一致しない場合がある。

注4）費用便益比の〔 〕内は、R05以降の社会的割引率の設定値である。（R04以前は何れも4％）

注5）評価対象区間を忠類大樹～豊似として算出した費用便益比（B/C）【事業全体】1.5

注6）評価対象区間を豊似～広尾として算出した費用便益比（B/C）【事業全体】0.8 21



２．事業の必要性等
（３）事業の投資効果 （費用便益分析 一体評価区間_残事業）

B/C変動ケース基準値変動要因

０．９～１．２±１０％４，１００～５，５００交通量

０．９８～１．２±１０％５３０億円事業費

１．０３～１．１±２０％６年事業期間

基本条件

経済的

内部収益率

（EIRR）

費用便益比

（B/C）
総便益

交通事故

減少便益

走行経費

減少便益

走行時間

短縮便益便益(B)

１．１〔4%〕５４７億円１８億円６３億円４６６億円

４．４％
１．５〔2%〕（参考）総費用更新費維持管理費事業費

費用(C)
１．８〔1%〕（参考）５１４億円－６１億円４５３億円

基準年計画交通量（台/日）全体事業費

令和７年度４，１００～５，５００
２，５７７億円

（忠類大樹～豊似：２６７億円）
（豊似～広尾：４８０億円）

費用便益分析

感度分析

注1）費用及び便益の合計額は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。

注2）便益・費用については、基準年における現在価値化後の値である。

注3）費用便益比については、総便益及び総費用の整数表示の関係で、計算値と表示桁数が一致しない場合がある。

注4）費用便益比の〔 〕内は、R05以降の社会的割引率の設定値である。（R04以前は何れも4％）

注5）評価対象区間を忠類大樹～豊似として算出した費用便益比（B/C）【残事業】3.4

注6）評価対象区間を豊似～広尾として算出した費用便益比（B/C）【残事業】0.8 22



（３）事業の投資効果 （費用便益分析 前回評価との比較 ）

２．事業の必要性等

備考
（前回評価からの主な変更点）

Ｒ７再評価時点
Ｒ３新規採択時評価

(Ｒ４事業化）

・一体評価区間の変化に伴い延長が変化Ｌ＝８６．６ｋｍＬ＝６９．６ｋｍ延長

・将来交通需要推計の見直し
令和３年度：平成27年度全国道路・街路交通情勢調査（事業化ネット）
令和４年度：令和22年度将来交通量の推計値
令和７年度：平成27年度全国道路・街路交通情勢調査（事業化ネット）
令和６年度：令和22年度将来交通量の推計値

※一体評価区間の変更に伴い計画交通量が変化

３，７００台/日
～１３，５００台/日

４，１００台/日
～１３，６００台/日

計画交通量

・資機材・労務単価の変動による増
・不良土対策の追加による増
・法面植生工の見直しによる増
・立入防止柵工の見直しによる増

※一体評価区間の変更に伴い総事業費が増加

約２，５７７億円約１，７４９億円総事業費

・基準年の変更による増
・総事業費の増

※一体評価区間の変更に伴い総費用が増加

約５，２６４億円
（基準年Ｒ７）

約２，６４１億円
（基準年Ｒ３）

総費用
Ｃ

・基準年の変更による増
・原単位の変更による増（費用便益分析マニュアルの更新）
・事業期間の延伸に伴う減

※一体評価区間の変更に伴い総便益が増加

約５，７３０億円
（基準年Ｒ７）

約３，２００億円
（基準年Ｒ３）

総便益
Ｂ

１．１１．２
費用対効果

Ｂ／Ｃ

※総費用・総便益は割引率を用いて基準年の価格に換算（現在価値化）したものであることから、増額等の要因が無い場合でも、見た目の額は増加する。

※費用便益比については、総便益及び総費用の整数表示の関係で、計算値と表示桁数が一致しない場合がある。
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（３）事業の投資効果 【試算（地域の特殊性を考慮した場合の便益による参考値）】

２．事業の必要性等

金額
細目項目

残事業事業全体

Ｃ＝５１４億円Ｃ＝５，２６４億円
総費用

Ｃ

費用便益比
（B/C） Ｂ＝５４７億円Ｂ＝５，７３０億円

総便益
Ｂ

Ｂ／Ｃ＝１．１Ｂ／Ｃ＝１．１Ｂ／Ｃ

Ｂ＝２９８億円Ｂ＝９１５億円
総便益

Ｂ

地域の特殊性を
考慮した便益

（※）

Ｂ＝２１６億円Ｂ＝６８６億円救急医療改善効果

Ｂ＝７１億円Ｂ＝２０１億円余裕時間の短縮による効果

Ｂ＝０．９億円Ｂ＝４．８億円ＣＯ２排出削減による効果

Ｂ＝１．０億円Ｂ＝２．０億円大気汚染低減による効果

Ｂ＝８．７億円Ｂ＝２２億円騒音低減による効果

※表に記載の（※）は開通後50年間の便益額として試算した参考値
※費用・便益については、基準年における現在価値後の値 24



・当該事業のうち大樹広尾道路（忠類大樹～豊似）は、平成２８年度に事業化、平成３０年度に工事着手。
大樹広尾道路（豊似～広尾）は、令和４年度に事業化。

・大樹広尾道路（忠類大樹～豊似）で用地進捗率８５％、事業進捗率６９％（５１％）、大樹広尾道路（豊似
～広尾）で用地進捗率１％、事業進捗率２％。

・引き続き、早期開通に向けて事業を進めます。

※用地進捗率及び事業進捗率は、令和7年度北海道における事業計画（令和7年4月）ベース
※用地進捗率は面積ベース、（ ）内は用地補償費投入ベース（令和7年3月末時点）
※事業進捗率の（ ）内は事業費増額後の進捗率（令和7年3月末時点）

３．事業進捗の見込み
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要望内容主な構成メンバー会長等期成会等名称

十勝・オホーツク地方は、国内屈指の食料生産基地であり、日本の
食を支える重要な役割を担っている。オホーツク地方から十勝地方
（重要港湾十勝港）までの高規格道路ネットワークにおける未整備区
間（ミッシングリンク）の解消は、十勝の最重要課題であるため、帯
広・広尾自動車道の整備促進を要望。

帯広市、本別町、陸別町、足寄町、音更町、

芽室町、浦幌町、新得町、幕別町、清水町、

池田町の首長

帯広市長
北海道横断自動車道十勝
地区早期建設促進期成会

帯広市、広尾町、音更町、中札内村、大樹町、
芽室町、更別村、幕別町の首長及び議会議
長、商工会長、農業協同組合長

帯広市長高規格道路帯広・広尾自動
車道早期建設促進期成会

都道府県面積で7番目の岐阜県よりも広い十勝圏において、高規
格道路は、「命を守る道」「命を繋ぐ道」としても重要な役割を果たす
ものである。また十勝圏が国内有数の食料供給基地としての役割を
果たすとともに、将来の十勝圏の発展に向けては、基幹産業である
一次産業に関連する基盤整備をはじめ交通・物流・情報の基幹的
ネットワークの整備が不可欠であるため、帯広・広尾自動車道の整
備促進を要望。

帯広市、音更町、士幌町、上士幌町、鹿追町、
新得町、清水町、芽室町、中札内村、更別村、
大樹町、広尾町、幕別町、池田町、豊頃町、
本別町、足寄町、陸別町、浦幌町の首長及
び議会議長、十勝地区農業協同組合長会会
長、十勝地区森林組合振興会会長、十勝管
内漁業協同組合長会会長、帯広商工会議所
会頭、北海道十勝管内商工会連合会会長

帯広市長
北海道十勝圏活性化推進
期成会

重要港湾十勝港と北海道横断自動車道のアクセスを強化すること
は、道内一広い面積の十勝地域において産業、経済の振興上極め
て重要な役割を有しており、災害時における緊急輸送、救急搬送な
ど帯広都市圏へ依存する住民生活、シーニックバイウェイ北海道の
推進が図られている南十勝における観光の活性化などに必要不可
欠なものであるため、帯広・広尾自動車道の整備促進を要望。

釧路市、帯広市、北見市、網走市、根室市、
紋別市、遠軽町、美幌町、留辺蘂町の商工
会議所会頭

帯 広 商 工 会 議
所会頭

東北海道商工会議所連絡
協議会

地域基幹産業の競争力を高めることで我が国の発展に貢献し、地
域医療の格差是正を図り、災害時における地域の生命線を確実に
確保するため、帯広・広尾自動車道の整備促進を要望。

帯広商工会議
所会頭

帯広商工会議所

４．関係する地方公共団体等の意見
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４．関係する地方公共団体等の意見
◯北海道からの意見

北海道知事からの意見

「帯広・広尾自動車道（一般国道236号）大樹広尾道路（忠類大樹～豊似）」事業を「継続」とした「対応方針（原案）」案について、異議
はありません。
当該事業は、高速ネットワークの拡充による近隣都市間の連絡機能の強化を図り、災害時の信頼性の高い道路ネットワークの構築及

び重要港湾十勝港の利便性向上等に寄与することから、早期供用をお願いいたします。
なお、事業の実施に当たっては、周辺環境への影響を最小限にとどめるとともに、より一層の徹底したコスト縮減を図り、これまで以上

に効率的・効果的な執行に努めるようお願いいたします。

「帯広・広尾自動車道（一般国道236号）大樹広尾道路（豊似～広尾）」事業を「継続」とした「対応方針（原案）」案について、異議はあり
ません。

当該事業は、高速ネットワークの拡充による近隣都市間の連絡機能の強化を図り、災害時の信頼性の高い道路ネットワークの構築及
び重要港湾十勝港の利便性向上等に寄与することから、早期供用をお願いいたします。
なお、事業の実施に当たっては、周辺環境への影響を最小限にとどめるとともに、徹底したコスト縮減を図り、効率的・効果的な執行に

努めるようお願いいたします。
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５．対応方針（案）
・大樹広尾道路（忠類大樹～豊似）（１５．１ｋｍ）、大樹広尾道路（豊似～広尾）（１２．３ｋｍ）は、高速ネッ
トワークの拡充による近隣都市間の連絡機能の強化を図り、災害時の信頼性の高い道路ネットワーク
の構築及び重要港湾十勝港の利便性向上等の支援に寄与する事業と考えられます。

・事業の必要性、重要性に変化はなく、費用対効果等の投資効果も確保されているため、事業の継続を
原案としてお諮りいたします。

・引き続き、コスト縮減に取り組むとともに、適正な事業費及び事業期間の管理に努めていきます。

内容
細目項目

残事業事業全体

B/C＝1.1

【忠類大樹～豊似】B/C＝3.4
【豊似～広尾】B/C＝0.8

B/C＝1.1

【忠類大樹～豊似】B/C＝1.5
【豊似～広尾】B/C＝0.8

3便益によるB/C
・走行時間短縮
・走行経費減少
・交通事故減少

費用便益比（B/C）

B＝216億円（※）B＝686億円（※）救急医療の改善効果

地域の特殊性を
考慮した便益の検討

B＝71億円（※）B＝201億円（※）余裕時間の短縮による効果
B＝0.9億円（※）B＝4.8億円（※）CO2排出削減による効果
B＝1.0億円（※）B＝2.0億円（※）大気汚染低減による効果
B＝8.7億円（※）B＝22億円（※）騒音低減による効果

・十勝・オホーツク管内と十勝港間、大樹町・広尾町と乳製品工場間の輸送ルートが
強化されるなど、農畜産物の流通利便性の向上が期待

農畜産物の流通利便性向上

活力

事業の整備効果

・所要時間が短縮され、宅配サービスの効率化・日常生活の利便性向上が期待
宅配サービスの効率化・

日常生活の利便性向上

・移動時間が短縮することで、観光地での滞在時間の増加や立ち寄り箇所の拡充が
可能となるなど、観光地への移動利便性向上が期待

観光地への移動利便性向上

・救急搬送や通院時間が短縮し、走行時の患者負担が軽減されることから、救急搬
送・地域医療の安定性向上が期待

救急搬送・地域医療の
安定性向上

暮らし

・自動車からのCO2排出量、10,026（t-CO2/年）の削減が期待CO2排出量の削減環境

・災害発生時の孤立回避や救急活動及び被災地外からの救援物資等の輸送ルート
が形成されるなど、災害時の信頼性の高い道路ネットワークの構築が期待

災害時の信頼性の高い
道路ネットワークの構築

安全

・隣接する供用区間では、開通後に死傷事故が約７割減少していることから、隣接区
間同様に死傷事故が減少するなど、道路交通の安全性向上が期待

道路交通の安全性向上その他

・令和７年3月末時点で、忠類大樹～豊似 用地進捗率85%、事業進捗率69%
・令和７年3月末時点で、豊似～広尾●● 用地進捗率01%、事業進捗率02%

事業の進捗状況事業進捗の見込み

※は開通後５０年間の便益額として試算した参考値 28


